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本のボルト穴位置を支持点として胴体構造のみの自重に荷重倍数 6 および安全率 1.5 を考慮した静加
図１０：胴体構造静荷重変位解析例 
図９：胴体構造解析モデル 


























提案している。SCSMA (Single Crystal Shape Memory Alloy)は、銅系の単結品形状記憶合金であり、９％
という大きな許容ひずみを有する。この脚組み構造は形状記憶合金のエネルギ吸収能力を利用して接
地時衝撃加速度を緩和するものであり，SCSMA を加熱し形状回復させることで繰り返し使用可






図１２：(f)全機 12 次振動モード図１２：(e)全機 11 次振動モード
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